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１．はじめに 

近年、治水計画の観点から、気候変動の影響を考慮した水文統計解析の重要性が増しており、d4PDF（database 

for Policy Decision-making for Future climate change）を用いて将来の気候変動による影響が検討されている。

d4PDFは、多様な初期条件から将来の気候変動を予測したシミュレーション結果のデータセットであるが、解

析モデルが持つバイアス（実現象との乖離）が内在することが前提として認識されている。このため、治水計

画に資する検討を行う上では、降雨量を直接扱うのではなく、解析値同士（過去実験・温度上昇の降雨量）の

水文統計量の比較によって議論されている。例えば、国総研の検討では、治水計画における将来の気候変動の

影響を考慮するために降雨量変化倍率が整理されている。これは気候変動後の降雨量の水文統計量と過去実

験の降雨量の水文統計量の比を表したものであり、北海道を除く日本全国における検討では、将来 2度上昇時

の降雨量変化倍率として 1.1倍が示されている 1)。 

治水の観点からではないが「気候変動による水資源への影響」を研究することを目的として、一級水系内に

おける観測雨量と解析雨量の水文統計量の比較によってバイアス補正を行ったデータセットが国総研から公

開されている 2)。ただし、治水計画においては降雨量の極値を扱うため、水文統計量の比較による倍率補正で

実現象を扱えるかについては課題がある。 

本検討では、大規模アンサンブルのデータの活用方法を検討することを目的に、モデル水系周辺の AMeDAS

観測地点を対象として、AMeDAS観測の降雨量と d4PDF の降雨量の統計量の比較を通じて、d4PDFが内包す

る降雨量の極値に関するバイアスについて試算したものである。 

２．検討方法 

本検討では、三重県の二級水系である安濃川水系を対象として、水系周辺の 3つの AMeDAS観測地点（津、

亀山、笠取山）における降雨量データと d4PDF による降雨量データから年最大降雨量を整理して水文統計量

の比較を行った。なお、降雨量の分布データは緯度経度の 30 秒格子に座標変換し、各観測地点の最近傍の 1

セルの値を用いた。下図に安濃川流域と観測所の位置および該当するセルを示す。また、下表に使用した降雨

量のデータの概要を示す。 

  

 図 1安濃川流域範囲と AMeDAS観測所位置 

表 1 使用データの概要 

■：観測所に相当する格子 

データ 標本数 期間 内訳

AMeDAS

(津、亀山、笠取山)
49 1976～2024年 ―

d4pdf_5kmdds_jp

(2023)過去実験
720 1950～2010年

60年

×12メンバー

d4pdf_5kmdds_jp

(2023)2度上昇
720 2030～2090年

60年

×12メンバー



 

３．結果  

各観測地点における各継続時間（1,6,12,24,48,72 時間）の年最大雨量を水文統計解析し、得られた確率密度

関数から確率年ごとの水文量を算出し、AMeDAS 実測値と解析値の比較表（解析モデルのバイアスに相当）

を下表に整理した。なお確率分布として国総研の検討 1)で用いられた Gumbel 分布を採用したケースの結果を

示した。また、下図には各地点の実測値と解析値の 24時間降雨量のヒストグラムを示した。 

解析値と実測値の比はほとんど 1を超える値（解析値の方が大きい）となり、特に亀山地点では 1.2～1.3程

度の値となった。また、継続時間ごとの降雨量によって最大 0.1倍程度のばらつきが見られた。 

 

 

 

 

 

４．考察 

d4PDFの降雨量の値を直接使用するにあたっては、地点ごとのバイアスを考慮する必要がある。また、継続

時間によるばらつきが存在することが示唆されたため、対象河川における降雨継続時間や洪水到達時間を踏

まえた上で検討することが望ましいと考えられる。 

５．課題 

今後の研究の課題として、観測地点が点であるのに対し解析は面的なデータであるため、それらの関係を整

理して適切に比較することが必要である。例えば、個々の観測所ごとに比較するのではなくまとまった範囲の

面ごとに比較する方法が考えられる。また、モデル流域を増やして検討していくことが必要である。 
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比（過去実験/アメダス) 確率密度分布： gumbel 地点： 津

確率年 1 6 12 24 48 72

5 1.08 1.05 1.03 1.05 1.12 1.11

10 1.06 1.04 1.02 1.04 1.12 1.11

20 1.05 1.03 1.01 1.03 1.12 1.11

30 1.04 1.02 1.00 1.03 1.12 1.11

50 1.04 1.02 1.00 1.03 1.12 1.11

100 1.03 1.02 0.99 1.03 1.12 1.11

200 1.03 1.01 0.99 1.02 1.12 1.11

400 1.03 1.01 0.99 1.02 1.12 1.11

時間(hr)

比（過去実験/アメダス) 確率密度分布： gumbel 地点： 亀山

確率年 1 6 12 24 48 72

5 1.16 1.21 1.21 1.17 1.24 1.23

10 1.20 1.23 1.22 1.18 1.25 1.24

20 1.22 1.23 1.23 1.18 1.26 1.25

30 1.23 1.24 1.23 1.18 1.26 1.25

50 1.25 1.24 1.24 1.19 1.27 1.26

100 1.26 1.24 1.24 1.19 1.27 1.26

200 1.27 1.25 1.24 1.19 1.28 1.26

400 1.28 1.25 1.25 1.19 1.28 1.27

時間(hr)

比（過去実験/アメダス) 確率密度分布： gumbel 地点： 笠取山

確率年 1 6 12 24 48 72

5 1.13 1.17 1.10 1.08 1.08 1.09

10 1.15 1.18 1.11 1.09 1.09 1.11

20 1.17 1.20 1.12 1.10 1.09 1.11

30 1.18 1.20 1.13 1.10 1.09 1.12

50 1.18 1.21 1.13 1.10 1.10 1.12

100 1.19 1.22 1.13 1.10 1.10 1.13

200 1.20 1.22 1.14 1.11 1.10 1.13

400 1.21 1.23 1.14 1.11 1.10 1.13

時間(hr)

表 2 各観測地点におけるバイアス 

図 2 24時間降雨量のヒストグラム 
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